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東京都内湾の漁業は昭和５７年東京都港湾整備拡張事業に伴ない漁業権の全面補償が行われ

て事実上消滅した。水産試験場はこれにより，昭和５８年以降は内湾に関する調査・研究業務

を停止した。

かって東京都内瀞ま豊かな海として各種の漁業を育てたばかりでなく，都民にレクリエーシ

ョンの場として広く利用されていた。昭和５０年代よりこの水域の環境の悪化が目立つように

なり,都民の生活環境や健康のうえからも好ましいものでなくなってきた。海の自然の回復をは

かり，都民に憩の場をかえすという反省がなされるようにたり，水産試験場も新しい視点にたっ

て約１０年間に亘って空白であった内湾の生態調査の必要性が痛感されていた。

知事は内湾に海上公園構想をたて，水産試験場に対し「海上公園をつくる場合，都民に海の

レクリエーションの場をどのように提供するかを今から調べてほしい」という要請をなされた。

本調査はこの要請によって実施されたものであるが，昭和４８年度一年だけの結果であり，さ

らに調査を継続して補完する必要があるものと考える。
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東京湾は天然の地形と適度の栄養塩に恵まれ，かっては漁業生産の場として，日本でも有数

の漁場であった。東京湾でとれたものは江戸前の水産物として，全国的に有名であり，かって

は寿司屋等の表看板でもあった。その主な漁獲物は，魚はスズキ，ボラ，キス，カレイ，アナ

ゴ，コノシロ，イワシ等であり，貝類はアサリ，ハマクリ，アカガイ，トリガイ，シオフキ等

であり，甲殻類はシャコ，ガザミ，イシガニ等であった。また，アサクサノリの名前で知られ

るようにノリの好漁場でもあった。しかしながら，これらは昭和５５年頃より始まった埋立て

により，急速に失なわれて，漁民の多くは補償金髭もらって転業してしまい，現在はほんのわ

ずかの漁業者が残っているにすぎない。一方，東京湾は漁民ばかりでなく，一般都民にとって

も絶好の憩いの場所であり，かつてはそれらは，春の汐干狩，>Bkのハゼ釣り等に代表されて，

家族づれで楽しむレクリエーションの場でもあった。この汐干狩の出来る場所も葛西にわずか

に残っているにすぎない。このかろうじて残っている葛西地区の干潟をなんとか健全な姿で残

そうという機運がたかまっている。魚についてもとらなくなったため，魚種によっては非常に

増えているといわれており，マハゼ等もむしろ適当な湾の富栄養化により飼料生物が増加して，

億単位の資源が東京湾に生息しているといわれた年もあった。しかしながら，このマハゼも

４７年からぱったりとれなくなり，釣り好きの都民を嘆かせている。

この東京内湾の自然環境，生物相が現在どのようなものであるか，また更に将来どのように

７tj:っていくか，都民のレクリエーションの場となるようにするにはどのような施策を講じたら

よいか等を知るためにげ本調査を実施した。

$
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Ⅱ三枚洲におげる貝類相とアサリの生息分布状況b力

Ｉ
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1）調査方法と調査地点

貝のサンプリング方法は干潟についてはカデラート法を，沖合については熊田式ドレツ

ジを主体にして，その他エクマンパージ採泥器等を用いた。カデラートの場合は１調査地

点につき，その地点を中心に１ｍの距離で１２０・間かくの放射状に５点の採集を行い，

２５メッシュのフルイを用いて貝と泥砂とをよりわけた。カデラートは従来水試が行なっ

てきた調査の場合と同じ寸法の，縦×横×深さ＝１６Ｘ１０×１００１，のものを用いた。

従って， 採集量×５５＝深さ１０cm'以浅の貝の生息量／"Ｉ

－１－



ということになる。
／{

熊田式ドレソジを用いる場合は，船上かう器械を投入し,」～２分曳いて採集し，１

地点でこれを２回行った。カデラートと同様に２５メッシュのフルイを用いて泥砂と貝を

よりわけた９従って，熊田式ドレツジの場合は定量的には採集されていない｡～

調査地点はカデラートの場合は，原則として２００ｍ間隔で東西南北に地点を定めた。

秋の調査の一部は1,0ｍ間隔となっている｡ドレソジの場合は２００～６００ｍの間隔
・Ｐ｡'

｡Ｖ

で地点を定めた。と↓に地点の位置は六分儀，牛方L式ポケットコンパス及びハント゛ベラリ

ンクコンパスを用いて求めた。それからは図１，２，５，４のとおりである。〈

干潟についてはカデラート方式のほかに，比較的漁師が採貝をしていた地点ｓｔ・Ｑ－５

と全く採貝をしていなかった地点０－５１附近について，汐干狩方式で貝の採集を行い貝

類相について調べてみた。この場合は肉眼で直接砂からひろいだすため，微小な貝は採集

きれていない。

春の調査は５月１８，１９，５１日及び６月２，１６日に，秋の調査は９月２５，２６，

２７日と１０月１２日に行なった。

2）調査結果

（１）三枚洲及びその沖合における貝類相丙

、すべての調査で採取された貝の総数を種類別，調査方法別に表１にまとめた。三枚ｉＩＩ

干潟において採取された貝の種類は春に９種類，秋には８種類の合計１０種類で，春秋

ともに優占種はアサリのみで８５～９８妬を占めていた。二番目にサルポウが多かった

が，これは比較的多い春の８ｔ、０－５でやっと１２冊であり，カデラートで平均的に調

べたときにはＯ及び０．１妬とほんのわずかである。従って，サルポウは局所的にはかな
－－．ｆ

り生息しているが，三枚洲干潟全体としては微々たるものにすぎない。また，秋の調査

ではホトトギスガイがかなり増えてきたのが目立った。

三枚8N|沖合で採取された貝の種類は春６種類，秋８種類の合計１０種類で，干潟と種

類数は同じであった。干潟でとれて沖合でとれなかった種類Iまシオフキとムラサキイガ

イで，逆に沖合でとれて干潟でとれなかったのはイヨスダレガイとシズクガイであった。

沖合では春には特に優占種と思われる櫨類は存在しなかったカル秋にはアサリとホトト

ギスガイがかなり大量にとれ，一応優占種のようにみえる｡しかし７銃Jjｶｷﾞ大量にとれ

たのはＳｔ・１０（図２）１地点のみであり，同じくホトトギス:ガイは８ｔ．＃９，１０の

－２－



の５地点のみであるので，優占種としてよいかどうか疑問Pである。このようにホトトギ

スガイもアサリもかなり片寄って存在し，ホトトギスガイは場所によっては底にびっし

りＯｏｌｏｎｙを形成しており，またアサリも沖合といっても最も干潟に近いところに密

集して承られる。このＳｔ、１，９，１０は後で述べるように底質が沖合の地点では数少な

い砂地にあたり，比較的条件がよいため定着した稚貝が生存できたものと思われる。

(2)三枚洲干潟におけるアサリの分布と消長

すでに述べたように三枚洲|における慶占種はアサリであった。春の場合，５８地点，

延べ１４４ヘクタール,秋の場合，５０地点，廷へ８１ヘクタールについて調査を行っ

た。春，秋ともにアサリの分布は一様ではなく，かなり片よって分布している。その分

布状況は図５，６，７，８のとおりである。図はアサリの大きさに関係なく総数で表わして

ある。アサリの分布は，春には干潟の中央よりやや南西側に高い密度がふられるが，秋

にはそれが高洲の北側に移っている。これはアサリの産卵が春と秋に行なわれるので，

分布が春秋の仔稚貝の定着場所に左右されてしまうためと考えられる。春と秋の㎡あた

りの殻長別の密度を表２に，殻長組成を図9に示した。表２からわかるように，春には

４７年秋に発生したと思われる殻長101ｉWiZ以下の仔稚貝が多くｙこれが分布図を支配し

ている。秋になると今度は４８年春に発生したと考えられる稚貝が高洲の北側にかたま

って定着してしまい，この附近の密度が高くなっている。しかし，その量は春に比べる

とかなり少ない。干潟全部にわたって調査が出来たわけではないので，アサリの総資源

量を出すことは不可能であるが，調査した地域の中のアサリ量は，春の場合，９億５千

万個，密度は６６２個／㎡（６６５多／㎡）であったが〆秋の場合，５億５千万個，密

度は４０１個／ｿﾜﾎﾞ（`１６９多／㎡）であった。春の密度にくらべると秋の密度は個数に

して春の６１冊，重量にして２５冊と秋のほうがかなり減少している。これは表２から

もわかるようにし個数の減少は殻長１～１０ｍzの稚貝の減少のためであり，重量の減少

は殼長召１１１m＃０以上の大型貝の極端な劉減少のためで，５１１１m''以上の貝は秋は春の約1／５０

となってしまっている。総数にかなり差があるのは，調査面積が秋は春の５６冊にすぎ

なかったことにもよる。

q庁も

5）考察

過去の報告から東京都内湾に生息していたかb□または現存する貝類をまとめてみると４４

種になる。それからは表５のとおりである。そのうち有用な貝類として漁獲の対象となっ

－５－



}た主なものは〆干潟部のテサリ，ハマグリ,jシオフキ,･パカガイ，沿岸部のカキ，深部の

アカガイ，サルポウ，トリガイ，タイラ・苧;それに河口部のシバ等である。とれらにつ

いて，干潟部，沿岸部,〆深部にわけて変せんを調べ'てみると次のとおりである'。;ｉ
(1)干潟部の貝類７コト

干潟におげろ貝類の移り変りを東京都水試ｲﾌﾜ調査結果力､らみると，有用貝類の分布密

度は昭和２７年がピークであったことがうかがわれるｄこれらを主要な生息地である羽
田洲と三枚洲に分けて聾里してゑると図１０のようになる。

L'〆羽田洲というのは羽田空港の東側，多摩川河口より大森地先に至る一帯の干潟で，㎡

当りの生息密度からみると，アサリは２６，２７年度を視点として以降はやや減少して

刑､ろ｡ハマグリは２６年以降減少の一途にあり，５２年以後は微々たる存在となってい

る。シオフキは戦前にくらべ戦後は多少増加しているが大きな変化はないｄこの地域で

の戦後の有用貝類の被害は昭和２７年，５１年のホトトギスの異常繁殖，２９，３０年

の夏.季の赤潮，２８，２９年のヒトデによる食害，５１．５２年の異常渇水による多摩

川の汚舷水の流入があげられろ。なお〆昭和5℃年以降の調査はなく，その後の変化状

況は不明であるが，４８年にはアサリ，サルポウが部分的にかなり生息している模様で
ある。十・

三枚洲というのは荒川河口から江戸川河口へかけての，葛西南西部P一帯の干潟で，ア

サリは昭和２７年を頂点としてかなりの密度を持続し，４８年には単独で優占種となっ

ている。ハマグリは戦後Ｚ７年まで上昇し，羽田洲同様に５２年以降は著しく減少して

いる。シオフキはハマグリと反対に,２６，２７年)とやや少なかったが，５２年には増

加し,その後ろ４年以降はハマグリ同様に下降線をたどり）/４８年には極端に減ってし

まった。ホトトギスは２６，２７年と減少し’１ざ2年には非常な増加をゑたが，５４年

には再び減り，４８年春にはほとんど承られなくなったaしかし）これは秋にはまた少

しふえてきている。このほか，４８年にはソトオリガイ,ロウツガイが非常に減少して

おり，優占種はアサリのみで貝類相は非常に単純化してしまらている。この－番の原因

は生息環境の矧上で，最も附しに強いアサリの承が繁ﾂ直する結果になってしまっている。

戦後の有用貝顔の被害として，２８，２９年のヒトデによる食害，５１年の生息密度の
●●

過多と溶存酸素の低下及び高水温によるへい死等がある。

ＬＬとのように戦後の干潟の貝類はハマクリの減少とホトトギスガイの増加に象徴され，

有用貝類の生産力は低下している。そしてハマグリの減少前には大型のものから減少す
－４－



るのが通常である。これらの原因として都市廃水による水質汚染が最も大きく作用してい

ると考えられる。

(2)沿岸部の貝類………左パー

干潟より更に沿岸部に生息する貝類としてはカキがある。捨石や岩壁等に付着する天然

『の生息範囲は内湾全域に及び，特に濃密な分布のみられたのば品川台場附近，葛西地先お

よび大森地先である６漁獲統計からふる戦後の生産量は上昇傾向を示し，昭和３５年をピ

ークに５５年までは比較的安定していたが，３６年以降に激減しているｏこの原因Iま生息

場が干潟のように波で洗われるという効果がないため，底泥質が蓄積し，水質が悪化しや

すいためと考えられる。．

(3)深部の貝類

段落ちとよばれた水深５ｍから内湾の湾口一帯の貝類は昭和１５年の調査によれば，江

戸川～江東区沖合にサルポウ，トリガイ，アカガイが多量に生息していた。また導流から

大森沖にかけてはサルポウが多量におり，それに次いでトリガイ，アカガイがやや少なく

生息し，タイラギの分布は稀であった。それが昭知２５年にはサルポウを除きノアカガイ

の漁場は羽田沖に移り，トリガイ，タイラギは大師沖から横浜沖に移っている。これか

５５～５６年になると水質の悪化のため，アカガイは稚貝の発生はあっても越夏できず，
●●

夏季忙へい死してしまう状態となった。そして二枚貝の分布はｊｌＩ崎と千葉県姉ケ崎を結ぶ

線以南となっている。トリガイについてもアカガィ同様に，稚貝は越夏出来ず，二年貝以

上の分布は五井仲から千葉県側に沿った以南となってしまうている｡wタイラギは更に南下

し，鶴見と盤洲鼻を結ぶ以南の糸に分布している。．

、以上のように，深部に生息する貝類の分布は水質の汚染と関係が深く,３５年の調査に
●●

よれば，夏季の底層水の溶存酸素量の低下が貝類のへい死の原因と考えられている。
●●

ntj：お，サルポウは戦後内湾の砂泥地において大量発生，大量へし､死がみられたが，５７

;年まで比較的高い漁獲水準を維持した。

＆

之

綴

．･･`.９０，．

mに■東京都内湾におげる魚類相と主要魚種について

↑）調査方法と調査地点

魚の捕獲I注として'｣型の地曵網及りく投網を用い131網の操作は数人のi<櫛に(Z瀬した｡地蝋の大き
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ｊｊさは袖網の長さ４．５７７２，深さ０．７ｍ，袋網の間口15772のものを用いた。海で操作する場

合，約777Zの巾で曳いていると考えられる。曳く距離は調査場所の漸深度によって異なる

が，平均的にみると，約５ｍと考えられるので，－応曳いた面積は５５㎡と判断される。

」投網の大きさは目合２４１MWiZ，網丈4.2ｍのもの，同じく５０W1zll，４．８７７zのものおよび同

じく８０j､１，９ｍの３種を使用したが、;漁師によって網のひろがりが異なり，また，同じ

ｌ漁師でも風速等の影響を受けやすく〆更に，水深によって捕獲率が異なり，その上，地曳

網も同じであるが，水中に障害物のあるところでは操作できず，漁獲努力と漁獲量との関

係を求めることは困難である。

地曳網は干潟の周辺の水深1772以浅のところを主体に，投網は羽田地区の場合は水深１

～4772のところで，中央地区及び葛西地区は水深１～８ｍの範囲で主として２～５ｍのと

ころで行った。それからの調査地点の位置の測定は六分儀，ハンドベアリングコンパス，

牛方式ポケットコンパスを用いた。その調査地点をまとめてふると図１１，１２のように

なる。

捕獲した魚は捕獲場所毎に種類と数をチェックし，直ちに冷蔵して持ち帰り，識Ｉした。

なお，このほかマハゼの捕獲方法として，９月以降はマハゼが大きくなり，あまり浅所
●●●

にこなくなるので地曳網のかわりに釣りによる方法を用いた。この場合のえさはゴカイで

ある。

2）調査結果

（１）東京都内湾における魚類相

投網及び地曳網，ともにすべての調査で捕獲された魚を，月日別，漁獲法別にまとめ

て承ると表4.５のようになる。生息魚種はほとんど汽水性の魚であった。魚種は葛西地

区で２５種，中上央地区で１０種，羽田地区で１２種，合計２７種である。優占種と考え

へられる魚種は葛西地区でスズキ，ボラ，サツパ，コノシロ，中央地区ではスズキ，羽田

地区ではサツパ，ボラ，スズキ，ヒイラギであった｡ただし，コノシロとヒイラギは小

型魚で群を作って回遊しており，捕獲魚としては多かったが，いつでもとれるというも

のではなかった。また，ボラは捕獲は少なかったが，投網よりの逸脱が多く，その魚影

も多く承られたことからか生息量はかなり多いjと思われる。また，…マハゼは５月下旬よ

り８月上旬までは，干潟周辺にかなり多くみられたが，８月下旬より急激に減少した。

従って，１年を通じてはボラ及びスズキが優占種と判断される。なお本調査、漁法では

捕獲されないと考えられるアナゴ類およびカレイ類は，漁師からの`開|き込みによるとま

､－６－



だかなり生息しており，今後は更に多くの漁法を使用して調べる必要がある。

魚種別の主な生息場所はあまりはっきりつかめていない。おぼろげながら，多少の傾

向が承られる葛西地区でのスズキは，主として江戸川河口の堀江町先端わきの水域で水

深２ｍ前後のところ,人および同じく河口先端の千葉県の埋立てちわきで，ともに河川流

が狭い流路から海域へ広がるようになるところの水深のたちあがりの場所で多く捕獲さ

れた。葛西地区のボラもまたスズキに多少似た傾向を示すがスズキほど顕著ではない。

主として，江戸)Ⅱ河口先端の両側および満潮時の三枚1N|等に比較的多Y<みられた。その

ほか，０年魚のコノンロが７月にかなりの魚が群を作って江,戸《jll腕ロ附近Ｉにみられてお

り，葛西地区での魚の生息場は主として江戸川|河口流域といえる｡へ

葛西地区に比較して，羽田地区はあまり特徴がない。これは羽田飛行場の先端は昔の

ノリヒビが沢山あって調べられず，また外側は岩場のためと，船の往来が多く危険なた

め調査ができず，調査範囲が非常に狭かったためと考えられる。

(2)マハゼの生息状況

椎ハゼの姿は５月下旬より干潟周辺にみられており，６月より調査を開始した。その

結果表４５に承られ己よ５にマハゼについてもかなり捕獲されている。

、地曳網の場合を単位漁獲努力あたり漁獲量になおしてふると表６のようになる。１漁獲

：努力の漁獲面積を５５脚2と仮定すると６月に葛西地区で５尾／〆，羽田地区で１６／㎡

:》のハゼが生息していたことになり，密度としては羽田のほうが多いが，この時期のハゼ

Ｕ,生息面積が把握されていないのでハゼ総量としてどちらが多いかまでは不明である。

TL表６からわかるように，この生息密度は葛西地区では６月から７月へかけて,＝また７月

から８月へかけて１／５～５へと密度が減少している。これは魚が大きくなうて捕獲し

にくくなったことと，自然減少と両方が考えられるが，この程度の減少はごく自然なも

のと判断される｡羽田地区における７月から８月へかげての減少はかなり大きい。この

原因ははっきりしない。おそらく羽田地区は６，７月の稚魚期における好適な生息面積

が狭まいため８月のちらばりが大きくなるのかもしれない。地曳網によるサンプリング

も７月まではごく楽であったが，８月に入ってからはややむずかしくなり，９月になる

とほとんど不可能になった。そのため捕獲方法は９月に入って地曳網から釣りに変って

いる。また８月までは投網でもかなり捕獲できたのが，これも９月からはほとんど捕獲

できなくなってしまっている。従って９月にとれなくなったのは，とりにくくなったた

めばかりでなく実際に８月下旬を境にハゼが大巾に減少してしまったことがうかがわれ

？

＞

■
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ろ。漁師からの聞き込みによると，８月下旬に江戸ﾉI|河口附近で大量の蕊死浮上がふら

れており，おそらく水質の悪化による酸素欠乏現象があったと考えられる。

マハゼの成長状況を図１５に，体長組成の変化を図１４に示した。図からわかるよう

に６月の時点では，葛西地区より羽田のほうが，数量的に多いばかりでなくし大きさも

やや上回っていたのが，７月になると逆になり，隙々に葛西地区のほうが大きくなりだ

し，９月中旬になるとかなり差が開いてしまっている。ところが，１０月中旬になると

葛西地区のほうが1申び悩みとなり〆両者の間に差はなくなったようにみ』える。しかし，

（↑0月期の検体の数Iまあまり多くないし,これ以降はかなりの努力をしたがマハゼを蒲獲する

ことができなかったので，あまりはっきりしたことは言えない。ｊ…ん．

(3)スズキの生息状況」〕ATL

昭和４８年６月から４９年５月に至る間のスズキの捕獲は小型了の地曳網による７尾，

投網による４９５尾であった。投網により捕獲されたスズキの月別の体長組成を図１５

に示した。

稚魚は６月からみられ，体長は５，前後であったが，その後１０月までに急激な成長

を示し体長２，鍬に達するが，１１月には成長は低下し，翌年５月までは殆んど伸長し

ない。しかしその間.にも増重は行なわれている。体長組成図からゑて,…成畏は１年魚で

２０cjm,１２年魚で:５，cmZに達し，それ以上の大型魚‘よ5年以上を経ているとく思われる。

年令組成の点からみると，捕獲魚に占める０年魚の割合は,も月８妬，７月２２妬，８月

例5紛川９月７０ゾル/１０月及び１１月５５船鱗！爲満１年を経た/５月には７０妬である。

６１７月に』Sける割合が低く，８月におげる割合が高くなうている理由は，=スズキは幼

期においては成魚とは群を異にし，サツパ，コノンロ，ヒイラギ等と群を形成している

ため，このようなバラツキを生じたと思われる６０年魚が成長し〕満１年を経た頃には

同一群を形成していたサツパケコノンロ，ヒイラギ等がl威少するためか，それとも，蛎

型が大きくなるにつれて，これらの群から離れるのか,「この点は明らかでないが，次第

に前記の魚種との混獲はまれになり川年魚以上の個体が混じるようになり，やがて同

一群をﾌﾞ賊するようになる。最も捕獲尾数が多い９月及び/５月の値から，生息量に占め

る０年魚の割合はほぼ７０冊と考えられる６

滴１年で肉眼により牝雄を判別出来る生殖腺な有:するものが多数承られるが，成熟に

は至っていない。また，体長４０cm以上の大型魚においても,j生殖腺は１０数多忙しか

達せず，産卵にいたるまで充分には成熟していないし,)霞卵した形路藍有する個体もみ、
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られなかった。しかしながら,０年魚が多量に出現することから,-本調査で捕獲されな
･■..Ａ､《 ““．．－；咄；、が、，.．.－

かつた大型の産卵を行う稚魚が生息することは確である。～（

食性については，空や消化の進んだものが多く；:調べえだ個体は少ないが，大型魚
･･－－．０｡.．-!ｒ･･，､･･～ｉ・－１．

について承ると，マハゼを１０尾ほどに充満していたり；サソパ,ワノンロを数尾捕
：－

食しているｲ固体が散見された。これら餌料となる魚類の資源は大型のスズキの生息量の
．」...．

。￣ﾃ-■'ら印『ICI-0

多少が大きな影響をもっと思われる。肥満度では，大型魚は５月において個体差が大き
･。…,1,,￣．..-… .`.」,．

〈，また，大型魚の餌料となる魚顔の捕猿も少なく；冬期に(ま大型魚の餌料が不足して

いるの'はないかと,思われる。

崎型については，短頭及び背椎骨の轡曲したものが１０個体みられた。この出現率は

2.0%であった。・バーニｉｗ才ﾈﾙ１Ｗ；ｼベ（)」ﾍﾟ;i鋳尭…１１Ｔ‘

、色

5）考察
…コュー･Ｉ《、

今回の調査では魚獲方法が地曳網と投網だけだったため，すべての生息魚種を捕獲-する

こいヲあげにはいかなかった。今後は刺網，延繩等も試みる必要がある。都水試の過去の
｡,ロｌ

調査で内湾で捕獲されている魚種について調べてふると表7(のようになる。過去に捕獲さ

れていて今回捕獲されなかった魚種は，やや外洋性の魚種ではメバル，アイナメ，マアジ，

クロダイ，底生性の魚種でばアンコウ，イトマキエイ,マエソ，イシモチ等である。生息

すると思われるがとれなかったものにアナゴ，インガレイクメゴチがある５逆に今回とれ
、.．.…？．．..←・

ていて過去にとれなかった魚種として，トウゴロウイワジンメナダ，芦崗＝，ヒイラギ，

，..`ｮ９８wO｡｡’

メジナ，コトヒギ，:シマへぞ,ヒル､ゼ，アペハゼがある６とれらの魚種が過去にいなか

ったとは考えられずがおそらく，都zk試では過去にこのような形の魚種調査を実施してい

ないため，記録が残っていないだけのものと思われる。

東京湾のマハゼについて，都水試で今まで調査をしたことばなくツ能勢による資源の椎
一一A\・

定報告があるだけである。従って今回の調査に基づいて，その状況の変化を論ずること(ま

ｉｊｒ／′へ。’
出来ない。

マハゼの生態学的特徴は宮崎，道津によって報告されており；それによると，マハゼは

河口近くの水深２～１５ｍの砂泥質で，アマモ等がいくらが生えているようrなところに穴

を堀って巣を造り，産卵する。現在の東京湾は多くの埋立てと泥の堆積により，このマハ

ゼの産卵に適するような場所はきわめて少なくなっている。それは羽田地域では飛行場の

きのほんの１部の場所であり，葛西地域では高洲の沖合の１部にすぎない。このように産

巧

ら
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卵場が減少しており，仮りに今後，内湾の水質条件がよくなったとしても，昭和５０年代

の推定１～２億と言われた数にもどすにはかなり困難であろうと想像される。

このように，東京都内湾におけるマハゼの減少は’産卵場の減少と酸素不足が考えられ

るが，そのほかにスズキによる食害かなりあるものと思われる。大型のスズキになると，,；＿・沢｡‘＋ｊ，！￣、１，

２～５尾のマハゼが消化管にふられるのは珍らしくない。従って，スズキの量によっては，

食べる量も無視できないと思われるｑ東京湾におけるスズキの資源勧まはっきりつかめて

いないので,今後この点についても究明する必要があろう。

Ⅳ東京都内湾の水質環境について

1）調査方法と調査地点

水質・潮流に関する調査Iますべて新日本気象海洋株式会社に委託した。調麹ま昭和４８

年７月２９日のほぼ干潮時から満潮時にかけて行った。調査基準面はＡ・Ｐ（調Ⅱ中等潮

位）を用い，採水位置は上層は海面Ｆ０．５ｍとし下層は海底面上０．５ｍとした。採水はＤ

ＤＯ，ＰＨについては北原Ｂ弍採水器を用い，′他のものはバンドン型採水器を用いた。潮

揃ま起電式流向流速計により海面Ｆ１、と，海底面上177Jの２層につき調べた。

分析法は，水温は北原Ｂ弍採水器に棒状水銀温度計（１／１００）を入れて測定し，

ＰＡはワールポール暗箱による比色での現場測定とし，ＤＯはＷｉｎｋｌｅｒのＡｌｓｔｅｒ－９４，．.」,．..‐‘

ｂｅｒｇ－Ｋｉｒｓｃｈｍａｎ変法，ＰＯＰ(ま酸性法，ＮＨ響一Ｎ，ＮＯ’一Ｎ，０１′は海洋

観測指針にのっとって行い，ＰＯ４～Ｐはｎ－プチルアルコール抽出によるモリプテン．
ブルー法によった。

調査地点は図’６のとおりである。位t鬘の｣艇は六艫与三桿分度器を用いて行った。
なお，水質調査については，港湾局企画部，海上公園計画担当者と協議し，両者の調査

が全く同じ方法および同じ調査地点となるよう調整し，６月，８月を港湾局，７月を水試
で調査した。これによって，最も水質条件の悪くなる夏期についての把握が充分になるよ
うに努めた。

2）調査結果

（１）潮流

－１０－



潮流調査の結果は表８～１２に，平面分布を図１７に示した。

図からわかるように，上層と下層との間の流向の逆転は全地点でふられなかった。三

枚洲忙おいては，０．１～０．４ｍ／Ｓｅｃの北向流が顕著にみられ，その沖合においては，

；西向流かみられた。中央防波堤東側開口部附近は複雑な流れがあり，南東流と北西また

Ⅱ南西流がみられる。内湾西側沖合では南向流がみられ，羽田沿岸部では西向流がみら

:,’れる。また多摩)Ⅱ河口部では;東流ないし，東北流がふられるｄ全体的にI,為海水の動き

は反時計回り1に回っているようにみえる。

(2)水；質）；；ん＞

分析結果!ま表β～ｊｊ２に示した。以下項目別に述べてみると次のとおりである。

①０１`（塩素ｲ;)オン｣〃.，,9日Ｃｌ'八の分布を図１８に示した｡０１’は沿岸河口域で，陸

水との混合・拡散域を知lる最もよい指標である。図からわかるように，上層は葛西に

おいてI曲調岬牢」(|水の影響を強く受け，三椀Ⅱ|沖合と１５号地先端に低塩分

（１２伽）の水が強､〈張(り出している6:中央防波堤東側開口部の南西側には塩分の

高い水が強く入り込んで;ｵＳＩＩ肋'また叺臥内Ｆ湾沖合西側は変化に乏しい。一方，下層は

１５号地先端に１７蛤。、水か入り込んでおり，また，中央防波堤前と１５号地先端

から三櫛ilにかけてと，多摩lII河口にＭ妬。前後のやや低い水が存在する。中央防
●●●●

波堤前は上下の差が少なく叺かなりか:くはんが盛んのようにみえる。一般に、下層は

河川水の影響少な《，上層Ｑ１４～１５拓○の等値線に相当する位置に下層では１７

妬｡の窯直線が張り出している｡．

②水温……水温の《肺を図１９に示した。葛西地区の水温は２６℃に達しているのに，湾

中央沖合及び羽田埋ﾕと地わきはく２５～２４℃であった。また１５号地先端下層には，
●●●●

冷たい海水が差,し込んでおり、:中央防i皮堤前は上下の差が少なく，かくはんのよいこ

とを示しているα反時計回りの形で浦安沖から葛西，中央防波堤へと除々に水温が下

っているようにみえる．」Ｎ(イノゴ

③ＰＨ……ＰＨの分布(ま図2羽Ｚに示した．ＰＨの分布は０１’の分布によく似ている。

東京内湾の沖合におけるｒＨはａ５でMERぼ外洋水と同じであった。１５号地先端に

おいて健ＥＨスアの水がある｡iこれは荒川に由来する水と思われ，これが中央防波堤

東側開口部附近にまで影響して，三枚洲沖合へと張り出している。中央防波堤東側開

口部の西側には8.5の水か入り込んできている。ここから沖合及び西側については

Ⅶ８．５のところが多ｉ<汎ほiとんど変化がないｏ江戸川河口部および多摩川河口部まａ３

、

奇
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であり，０１’の分布と比較して考えても，,深水の影響をあまり受けていないようにみ

える。これは上げ潮のせいかもしれない。～～「〈～

④ＤＯ…･‘･ＤＯの分布を図)２１に示した。ＤＯもＣｌ′ｒＰＨと同じような分布を示して

いる。〈上層では三枚洲とｊｆＭ号地，１５号地との間および１＃５号地先端に５ＤｉＥＰｍ以

下の水が存在するｄ従って,i些荒ﾉⅡ・中ﾉ11水塊の影響を受けていると思われる範囲は－般

にＤ,Ｏが低い。下層では，１J５号地先端から三枚洲沖合にかげて舌状に２５ＰＰｍ以下

の低酸素水が張り出しており，５．０ＰＰｍ以下の水塊になると更にその範囲は広い。中

央防波堤前は上下層の差が少ない。この地域は上下層のふく,i/Cがよく行なわれている

と思われる。内湾711J合および羽田沿岸には低酸素層は見あたらなくが比較的安定で変化

，に乏しい。これらの傾向は０１１，ＰＨの場合と全く同じであった｡なお，三枚1W(にお

いてし下層より上層のほうがＤＯの低い逆転層が若干承られたｄこれは水深がきわめて

浅いところであり,下層に沖合の水が入り込んでいるためと考えられる。

⑤ＯＯＤ……ＣＯＤの分布を図２２に示した｡ＣＯＤはＣｌ/，ＰＨ，ＤＯほどきれい

な分布図を'示さなかった｡一般に葛西から中央防波堤前にかげてと多摩川河口がＯＯＤ

／■が高く，内湾沖合から西側にかけては００，は低い。環境基準の８PPIfi以下のところ

はわずかにこの内湾西側にふられるにすぎない｡上層では１５号地先端と三枚i卜ＷＰ合およ

び多摩川河口部にややＯＯＤの高い水塊が承られた。下層では雫央防波堤前と多摩川河

口にややＣＯＤの高い水塊がみられた｡i中央防波堤まえば､０ル`，Ｐ１１，，０などか

ら上下のかくはんが盛んなことが考えられ，この場所の下層における高ＯＯＤは沈澱物

へ〆が巻き上げられておこる濁り0Ｍ二めと考えられる。他の場所におげ:ろ００，の分布が汚

～■,いれによるものか，赤潮によるものかははっきりしない。舟

二か!⑥ＰＯ響ノーＰ｡.････ＰＯ釜～Ｐの分布を図２５に示した。多摩川河口に1.2ＰＰｍのぎわ

１－～めて高い水塊が存在fするが，それ以外はＰＯを～Ｐの分布はＯＬ'ｍｊＰＨ，ＤＯによく

似ている。江戸川河口以外は上層，下層とも沿岸から沖合に向うにつれて，ＰＣ馨～Ｐ

Ⅱま低く向なりA,”またすべての地点で下層よりは上層のほうがＰＯ讐一Ｐが高い。１５号地

い:先端かＩら』5号地に沿ってＰｏ４`～Ｐはやや高く，,葛西におけるＰＣ歪～Ｐは荒ﾉ||水系

,ii脇:1ＡＷＣ由ﾗﾄﾞﾐしている。全体的にみると,Ｐｏ４:～Ｐ:の分布は明らかにﾌﾟ､陸がらに由来してい

い川いる｡}ぃﾉー
．！

／⑦ＮＨ･；－Ｎ…･･･ＮＨ曇一Ｎの分布を図２４にI示したＯＮＨ．－Ｎは上層力下層とも同

、じ場所に分布がみられる。中央防波堤の東西の開口部附近，多摩川河口，三枚洲干潟西
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側および三枚洲沖合の５ケ所に高い分布がふられ，三枚洲沖合を除いていずれも陸水

の影響を受けやすい場所と考えられるが，Ｃｌ’の分布図と比較しても低Ｃｌ’域と

一致せず，ＮＨ響一Ｎの由来ははっきりしない。

⑧Ｎ０，－Ｎ…･ＮＯ２－Ｎの分布を図２５に示した。ＮＯ２－Ｎは江戸)11河口，多

摩川河口にｑＯ４ＰＰｍ以上のやや高い水域がみられるほかは，特に高い濃度を示す

場所はなぐ〉上下層ともその分布はほぼ同じで非常に単純な様相を示している。Ｎ０

，－Ｍ>分布は〆下層における００，の分布と似ており，環元性物質の増加と関連が

ありそデにふえるが，その由来ははうきりしない。へ－－
句P｡ヴニ-,I

動

5）考察

今回の調査でぱ内湾における潮流の動きは反時計回りであったｄこの調査は上:げ潮時なの

ので，下げ潮時にぱ逆に時計蝋回りに頼る}ことが予想されたが，下げ潮時に行ばつた６月の

港湾局の調査では時計回りではなかった。また，同じく港湾局の上げ潮時に行ろた８月の

調査はやや反時計回りの傾向はみられるが，水試の調査のときほど顕著ではなかった。従

って，内湾における全体的な水の動きははっきりつかみきれなかった。一方〆永質の各項

目別の分布図を比較してみると，１５号地先端から三枚３N沖へ向かっての水塊の張り出しが

丁はっきり認められる○すなわち，荒川･中川からの水塊が１４号地に沿って南下し，１５

号地の先端からは中央防波堤東側開口部よりの潮流の力が作用して〆南東へと三枚洲高洲

の7中合へまで張り出している。荒川ｂ中JIlの水は,ＰＯ４－ＰｂＯＯＤが高くＤＤＯは極

めて低くなっており，１５号地先端から三枚洲沖へがけペドロを沈積させる作用をしてい

る゜従って,＞との￣帯は内湾の他の場所に比べて生物にとっての環境条件I工きわめて悪い。
．Ｔ・

これは後述するように底質の硫化物の量からも裏付けられる。これらの傾向を港湾局の６

月及び８月の調査と比較してふると，ともに同じように，１５号地先端から三枚洲沖への

張り出しが認められ，この地帯における条件の｢悪いことが指摘できる。
●●●●

中央防波堤の前は上下のかくはんが比較的盛んなことが，０１’，ＣＯＤ，ＤＯｂ
‐－．１Ⅲ，

ＰＣ警一Ｐ，の分布から推定される。後述するようにごく１部にはヘドロの堆積が全然な
●の,●●.、

い場所もあり，この地帯における上下のがくばんはきわめて盛んと判｢断される｡沖合西側

はいずれの分布図をゑても変化に乏しくヶどく安定した職条件どいえる6－－
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Ｖ東京都内湾の底質について

1）調査方法と調査地点

n底質については－部の調査は委託によって行い，一部懐水試で行った。委託は水質と同

じよう;に新日本気象海洋株式会社で行鰊づた゜－１や；！（？:ｒ

－Ｉ採泥方法は委託の場合は港研臘式採泥器（亥ラブ型，重量'２０k,）を用い，水試の場合は

熊田式採泥器，エクマンパージ採泥器および柱状採泥器を用い海底表層±を採取した。水

試の場合は，また，干潟についてはカデラートにより表勵ｑ“の土を採取した｡

粒度組成の測定はＪＩＳ土質試験法を使用し，硫化物の測定は水質汚濁調査指針に示さ

れているヨウ素滴定法を用いた。

水質の場合と同様に底質についても港湾局・海上公園;計画担当者と協議し，全く同地点

について７月を水試,β月を港湾局で担当して調査,い：夏期における底質性状の把握をよ

り正確になしるよう努めた。

ｨI-瓦,1.山,､ノー.. …:へ;トマ

2）調査結果と考察↑～＿

（１）底質の性状一

底質の状態を図２６に示した。この図における表示は三角座標分類による土質名その

ままではなく，「ヘドロ」のような一般に用いられる語を使用L左｡仁の場合のヘドロ

というのは黒巴で，硫化水素臭等の環元性物質の臭気のある軟泥質のことである。

分類傾向は三枚洲および高洲，高洲の沖合の一部，中央防波堤前の一部，多摩川河口

の一部を除いてヘドロであった。中央防波堤前は１ケ所岩礫のところがあった。水質の

頂で述べたように中央防波堤前は上下のふくｉｆえが盛んであるため。このようにヘト･ロ
の堆積のない場所が出来たと思われる。…

．ノー■：

粒度組成については表１３～１６に示した｡■～～
－，F

(2)硫化物Ｌｌ~ｆｊ９ｒＪ妙汗

硫化物の平面分布を図２７に示した。また，港湾局司ご行った８月の調査結果について

は図２８に示した。底質中の航化物濃度が0.2,,／曇仙ｒｙ）をこすと，底生生物の

生息環境として望ましくないと言われている。７月の調査では三枚洲の干潟周辺，中央

防波提前の一部を除いてすべてこれ以上の値となっている。特に擾度の高いところは

１５号先端から東南に伸びた沖合で，この地域は生物の生存は困難と考えられる。中央

－１４－



●●●●

防波堤前は硫化物からも上下のかくはんがよいことがうかがわれる。８月についても７

月とほぼ同じ傾向を示すが，７月より更に悪化している．すなわち０．２〃／多（ｄｒｙ）

以下のところは，三枚ＩＨＩ干潟周辺のみとなり，更に1.0噸／ゲ（ｄｒｙ）以下の地域は

７月はまだ中央防波堤前にいくらか残っていたが，８月には全くなくなっている。１５

号地先端から南東方向の沖合には，同じく高硫化物地帯がみられ，これも７月よりは値

が大きくなっている。この地域の硫化物の分布と底層水ＤＯの分布とは逆相関でよく一

致しており，Ｃｌ′の分布とも相関している。従って，底質の硫化物の分布は底層の陸

水に由来する/低酸素水により発生したと判断される。ハノ

■

０．

Ⅵ東京都内湾のプランクトンについて

1）調査方法と調査地点へ、'１圷

本調査は水質と同いく新日本気象海洋株式会社に委託して行なったものである。

動物プランクトン鯵'は北原式（××’５）ネットで全層曳により;サンプリングを行ない，植

物プランクトンは海面下０．５，層からバンドン型採水器で５２採水し，これを試料とし，

いずれもホルマリンによる固定をして，持ち帰り調べた。Ｌ…

調査地点は水:質L調査と全く同じ地点である。（図’６）ｗ,…

なお結果P考察には'同一方法，同一地点で東京都港湾局が>６０８月に行ったプランクトン

調査資料も参照した｡
分

2）調査結果

（１）植物プランクトン

６，７，８月の５回の調査で出現した植物プランクトンは廷６３種以上であ増が，一

回当りでは５０～４０種程度で，６月５８種以上，７月５４種以上，（表1ｊ７）〔８月２６

Ｉ種以上と８月に向って漸減，貧弱化の傾向を示している。（表１８）（図２９０５０）

：これは出現種の８０～９０冊を占める珪藻類が減少したＬめで，６月には５４種以上出

現した珪藻類は８月には２５種と２／５になっている。特に海産種で蛍も種も多い

ＣｈａｅｔｏｃｅＹｂｓ類が６月には８種以上出現したが，７月１種，８月には５種程しか

葡擦されていない。一方ｃｅｌｌ数は８月に向い増大し，同時に，種類組成が単純化し，

－１５－



J数種が極度に増大している。これは６月に比し，Ｚ８月は海水の移動が小さく，水塊

一が滞留し，環境が悪化したためと考えられるb:例えば比較的清浄な海域随産する』

Ｄｉｔｙｌｕｍｓｏ！ｒは６月に多く出現したが，７．８月は全く姿を消し，逆に゛

ＮｉｔｚｓＯｈｉａｄＭｇ｣化Ｓｉｍａのように停滞期に増殖する種が多く出現している。

淡水産種で最も出現量の多いＳＣｅｎｅｄｅｓｍｕｓｓｐｐの分布により淡水の拡散状況を

〉ふると，６月は淡水の張り|出しが顕著であるが，７．８月は沖合に及ぶことなく滞留の

▲:1二』傾向がみられる。調査海域を三）汝洲（ｓｔ、５．８．１２．１５．１Ｚ１９ハ三i枚洲?#'合

（ｓｔ、２Ｚ２１ｍ５１.），中央防波堤外側（Ｓｔ、55.劃.５５－５．），羽田沖合（ｓｔｄ５Ｚ５８．

３１４０４１）の４区に分け種類数，沈澱量を承ると，種類数，沈澱量ともに淡水が注ぎ

低かん域の三枚泌'’三枚洲沖合が多く，外洋水の影響を受け高かんの中央防波堤外側羽
田沖合で少なくなっている。（ｊ

な為前述の如く，出現種は６５種以上承られるが，５ヶ月間ともに出現した種は珪藻

類９種，緑藻２種の１１種にすぎず，出現種の変動が著しい｡ｊまた，優占種も各月

変化するが，これは，〕:本海域が河川流域下にあるとともに最も湾奥部にあることなどか

；ら，わずかな要(西により環境が大きく変化し，そのためプランクトン相も変化すると考
）プえられる。Ⅷ－１，－～い

(2)動物ﾌﾟランクトン…ノヘL:＝！

６，７，８月の調査で出現した動物プランクトンは延７０種以上であづだ｡:１６月５９

種以上,７月３６種以上（表１９），８月５０種以上と８月に向い減少の傾向がみられる

が，幼生プランクトン類の減少が多く，これは生殖時期にも原因している｡￣方個体数

は６月１．２９ｉｎd/h７２，７月２２０ｉｎｄ/ｲﾘz''８月Ｚ５２ｉｎｄ/1,2と増大傾向を示すと

共に，植物プランクトン同様単一種か増大し，種類組成の貧困化がみられ，水質の悪化

がうかがわれる。（表２０．図２，５０）←!…～へ～ポ

ドルヨケ月連続して出現した種は１０種程度であるｂ:｡(愛占種は６月が鞭毛虫類Ｐ

，Prorocentrummicans,榛脚類のOithonananaか７月は繊毛虫類の

Ｆａｖｅｌｌａｔａｒａｉｋａｅｎｓｉｓ，Ｏｉｔｈｏｎａｎｉａｎ,a，８月がＯｉｔｈｏｎａ：、ａｎａで，

:沿岸,学内湾性でiiE来から東京湾に量的に多いＯｉｔｈｏｎａｎａｎａが期間を通じ優占，亜
優z占種として出現した。～

｜～只

仁種類蜘土州詠の影醸が大きい中央防波鮒，羽田沖が多く，蹴域の＝剛周辺で少
げなく，植物プランクトンと逆の関係にあるが，これI瀬物プランクトンで出現し漣l1Ii水薗:ｩ，

－１６－



動物プランクトンではほとんど出現しない等，植物プランクトンと動物プランクトンの対塩

分耐性あるいは塩分忌避の相違にもとずくものと思われる（図３１）。一方沈澱量は三

枚洲周辺で多く，中央防波堤沖で少なくなっているが，三枚洲周辺が餌料である植物プ

ランクトンの多量出現域であること，ならびに荒ﾉIl・江戸川の影響を受け有機残置の多

量域であるためと考えられる（図５０）。またこのことは同プランクトンを餌とする魚

類等のい集にも関連し三枚洲周辺に多くの水産生物が生息する原因ともなっている。

榛脚類のうち，内湾，沿岸性種で，比較的流動のよい水域（たとえば東京湾口部）に多

く出現するＰａｒａｃａｌａｎｕｓｐａｒｖｕｓの観察された諸測点としては，６月が３０．５１．

５Ｍｑ７月が２Ｚ５ｔ５４５Ｚ４０,８月が５．２９～54.56があげられ，量的には少ないが，

他の測点とくらべた場合，より流動状態がよい（停iIiii性が弱い）'1Ｗと推察される。

調査スタッフ 温水魚研究部内湾対策プロジェクトチーム

高橋湫之介，村内智，斉藤実，中村多恵子

協 温水魚研究部

川名俊雄，小倉正幸，田中金夫，石福信太郎

力

技術管理部

坪川慎二三村哲夫⑪

■
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図１，．干潟における貝類の分布の推移
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羽田洲における二枚貝分布状況

（一地点平均１㎡当りのイ儂均１㎡当りの個体数ｌｏｇ）

１９３７

昭１２
類は記録なし

（
、
。

）
熱
辻
厘

１

１９４８．４．２５～６．２２

Ｔｌ
I 1１ -ｍｌｌｌｌｎｎｒ

１９５１．６．１９～７．

昭２６

２０

２ 』》」 ２

２

１

２９

２

１

２ ６

１

ア
サ
Ⅱ

サ
ル
ポ
ウ

ハ
カ
ガ
イ

シ
オ
フ
キ

ホ
ト
ト
ギ
｛
〈

イ

ソ
グ

.｡、グノ

・ノ

ム
ラ
サ
キ
イ
ガ
イ

〈
マ
グ
リ

オ
キ
シ●

ユ
ウ
》
シ
オ
ガ
イ

ソ
ト
オ
リ
ガ
イ

オ
オ
ノ
ガ
イ

ヒ
メ

カ
ガ

マ
テ
ガ
イ

フ

ト

リ

>ゲ

イ

－２８－…



「
ｌ
ｊ

、
ｌｌ
ｌｌ

ｌ－￣

■｜
■
‐
－
‐
－
‐
‐
」

２

１

口

［
２

１

｜｜

|」②

９５２．７．８～９５
２
１

昭２７

他の貝類については記録なし

９５７．７．２９

２

１

昭５２

可､1１
１９５９．６．２２～２５

２

１

昭５４

▲

１９７５．５，１９～５１

２
昭４８

力
ガ
ミ
ガ
イ

マ
テ
ガ
イ

オ
オ
ノ
ガ
イ

ソ
ト
オ
リ
ガ
イ

オ
キ
シ
ジ
ミ

イ
ソ
シ
ジ
ミ

ム
ラ
サ
キ
イ
ガ
イ

ユ
ウ
シ
オ
ガ
イ

ホ
ト
ト
ギ
ス

サ
ル
ポ
ウ

バ
カ
ガ
イ

シ
オ
フ
キ

〈
マ
グ
リ

ヒ
メ
シ
ラ
ト
リ

ア
サ
リ

２９



〕
、

:)「
こ

8q□
シロ

ヒ」

団
々
□

殿
ｑ
プ
ョ
コ

一
忽
町
。
。

qぐ
ｑ

ｑｊｇ
ｑ□

ｑ

dlq

●ｑ

ｑ

ヨｑ

ｄｑ

ｑｄ

ｄ

ｑ
<Ｉ 、
塀

。

匝
調
剛
聰
騒
擾
岬
亡
禽
Ｕ
－
凶
芸

ｑｑ 。

ｑ

ｑ

ｑｑｑ

ｑ
ｄｑ 翠
塁
ｑ

慕
餓
裂
地 糸
任

堰三

ご
閏
凶
二
一
二
一
一
麹
一
一
国

札

が
’１１１１】１１「ｉＬｕｒ１ｊ

。

」・け伜

、
。

。
□

配]」
□

引田

#［
己

裂
輌
、
一

:ｌｑ
３ｑ

５０



坐〉
:忽戸万

地曳網

投網

●

竺込

区にね

点

る魚類12.羽田地

調査地

馳完
川崎市 △△

-秒

△ △△
●

■

六郷111（ 多1験川）

〃

－５１－



図１５マハゼの成長状況
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表１４８年に採集した貝の種類と数
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東京都内湾貝類目録
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